
溝田：農業経営分析の実践性に関する研究

第２章ネギ作の機械化と大規模経営確立

第１節はじめに

生鮮野菜の輸入量が増加し，野菜においてもコストダ

ウンが産地や経営にとっての大きな問題となってきた．

特に，ネギは１９９８年以降，中国からの輸入が急増し，

そのために価格が下落して国内農業に深刻な影響を与え

ているとして，政府は2001年４月２３日に生シイタケ，

い草とともにセーフガードを暫定発動した．さらに同年

８月には，「低コスト化タイプ」「契約取引推進タイプ」

『高付加価値化タイプｊの３つの戦略モデルを示し，取

り組み方向を明確にした野菜産地に対して，集中的な支

援をするとし，2002度予算では「野菜の構造改革対策」

「野菜生産墓雛整備特別対策」として４００億円あまり

を計上した．

政府の戦略モデルのうち低コスト化タイプでは，「ね

ぎ調製ロボット等省力化機械の導入」が低コスト化のキ

ーテクノロジーとして示されており，鯛製作業の省力化

と通い箱利用による出荷資材の節減などによってコスト

を３割程度削減するとした．また，自動調製機の開発に

先行して，防除機,収穫機が開発され，すでに普及段階

にある．そこで，これらの機械化が，ネギ作の規模拡大

と低コスト化にどの程度の影響を及ぼすのか，また，目

標とするコストダウンを達成するために解決すべき問題

点と，解決方策を明らかにする．これを，序章で提示し

た「経営分析の役割」から見れば，ネギ作経営，産地に

とっての基本的問題の摘出・提示であり，具体的解決策

の提示であるといえる．

第２節データと方法

本章は二つの研究で構成されている．ひとつは，防除

機，収穫機の機械化体系が規模拡大と低コスト化に及ぼ

す効果を明らかにする研究であり，もうひとつは千葉県

が開発に携わる全自動澗製機の経営的評価を通じて，規

模拡大と低コスト化を展望する研究である．研究が二つ

に分かれたのは，主に機械の開発時期が異なることによ

るものである．

１．（研究１）防除作案，収穫作集の省力化

ネギは比較的機械開発が進んだ野菜であり，特に育苗

・定植作業ではすでに機械化による大幅な省力化がなさ

れている．薬剤散布ではネギ用防除機（ブームスプレー

ヤ)，収穫ではネギ収種機（ハーベスタ）が実用段階に

入り，また全自動調製機の実用化が近づいている．現在，

多くの経営では，動力喰霧器（動噴）による薬剤散布，

管理機掘り一手取り収穫,手作業の鯛製(皮むき機利用）

を行っている．そこで，次に機械化されるであろう「薬

剤散布」と「収種」をそれぞれ防除機と収穫機で行った

場合に，どの程度規模拡大ができ，その経営成果はどの

程度である力､の試算を行うことにする．

規模および経営成果の試算は，２００１年７～８月に実

施した千葉県内の代表的産地の経営２４戸の聴き取り調

査結果から得た，投入・産出および時期別労働時間を用

い，家族労働力２５０時間/旬（2.5人×１００時間/旬)，水

田300ａ（うち転作面積100.8a)，普通畑150ａの経営を

想定して機械体系導入前・後の技術係数を作成した上’

線形計画法で行った．なお，計算には線形計画プログラ

ム】q』Ｐを使用した．

今回の調査対象とした作型は，秋冬どり１２月収種，

チェーンポット育苗で結束調製のないものとし，時期お

よび単価．収趣を変更することにより，他作型の技術係
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